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令和5年8月8日　於:玉名市　　　　歴史博物館こころピア

日本遺産に関する４市町（山鹿市、
菊池市、玉名市、和水町）合同議
員研修会
『日本遺産と地域活性化～認定から6年が経
過して～』というテーマで研修をしてまいり
ました。
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№ 氏　　名 交付額
使　　　　途　　　　基　　　　準　（ 項　　目 ）

合　計 返還額
公費

使用額調　査
研究費 研修費 広報費 広聴費 要望・陳情

活動費 会議費 資　料
作成費 資料購入費 人件費 事務所費

1 関口　和良 240,000 112,275 5,000 44,000 0 0 0 0 131,676 0 12,000 304,951 0 240,000 

2 永田　壮拡 240,000 55,730 159,563 0 0 0 0 0 104,570 0 12,000 331,863 0 240,000 

3 深牧　大助 240,000 59,828 128,934 0 0 0 0 0 43,880 0 12,000 244,642 0 240,000 

4 原　　芳郎 240,000 112,275 5,000 44,000 0 0 0 2,200 72,276 0 12,000 247,751 0 240,000 

5 隈部　賢治 240,000 0 113,200 0 0 0 0 3,929 40,800 0 12,000 169,929 70,071 169,929 

6 高橋　龍一 240,000 51,840 50,600 9,950 0 0 0 0 40,800 0 12,000 165,190 74,810 165,190 

7 豊田新二郎 240,000 56,478 148,063 0 0 0 0 0 40,800 0 12,000 257,341 0 240,000 

8 山下　誠治 240,000 112,275 5,000 0 0 0 0 1,567 114,282 0 12,000 245,124 0 240,000 

9 古川　和博 240,000 51,840 14,000 0 0 0 0 1,600 137,122 0 12,000 216,562 23,438 216,562 

10 金光　一誠 240,000 112,275 5,000 44,000 0 0 0 3,342 51,960 0 12,000 228,577 11,423 228,577 

11 松見　真一 240,000 55,730 161,853 0 0 0 0 4,330 50,375 0 14,244 286,532 0 240,000 

12 立山大二朗※ 200,000 0 110,880 0 0 0 0 28,600 72,205 0 10,000 221,685 0 200,000 

13 小川　榮二 240,000 55,344 5,000 0 0 0 0 0 60,320 0 12,000 132,664 107,336 132,664 

14 芋生よしや 240,000 0 30,000 95,241 0 0 0 0 125,916 0 26,957 278,114 0 240,000 

15 勢田　昭一 240,000 62,010 5,000 91,960 0 0 0 12,900 75,867 0 67,000 314,737 0 240,000 

16 有働　辰喜 240,000 0 5,000 0 0 0 0 2,445 66,337 0 12,000 85,782 154,218 85,782 

17 服部　香代 240,000 0 199,039 13,671 0 0 0 0 57,050 0 12,000 281,760 0 240,000 

18 冨丸洋一郎 240,000 112,275 0 0 0 0 0 1,085 60,360 0 12,000 185,720 54,280 185,720 

19 北原　昭三 240,000 0 5,000 57,734 0 0 0 12,432 84,020 0 13,386 172,572 67,428 172,572 

20 永田　紘二 240,000 0 5,000 0 0 0 0 0 60,360 0 12,000 77,360 162,640 77,360 

合　　　計 4,760,000 1,010,175 1,161,132 400,556 0 0 0 74,430 1,490,976 0 311,587 4,448,856 725,644 4,034,356 

構　成　比 － 22.7% 26.1% 9.0% 0.0% 0.0% 0.0% 1.7% 33.5% 0.0% 7.0% － －

令和４年度「政務活動費」概要を報告します
　山鹿市議会の政務活動費は、「山鹿市議会政務活動費の交付に関する条例」に基づ
き、議員一人に対し月額２万円（年額２４万円）が、毎年度４月に当該年度分として
交付され、住民福祉の増進を図るために必要な議員活動にかかる経費に使うことがで
きます。

令和４年度「政務活動費」概要を報告します

令和４年度　政務活動費全議員一覧

※令和5年1月31日に市議会議員辞職のため、別途2か月分を返還。 執行率
完全執行

84.76%
11名

詳細につきましては山鹿市議会ホームページに掲載しております。
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【
詳
細
】

　
地
方
自
治
法
施
行
令
に
基
づ
き
、
山
鹿
市
の
出
資
比
率
、

債
務
負
担
比
率
が
２
分
の
１
以
上
の
法
人
に
つ
い
て
は
、
市

長
の
調
査
等
の
対
象
と
な
る
。
し
か
し
、
今
回
株
式
会
社
小

栗
郷
が
行
っ
た
増
資
に
よ
り
、
市
の
出
資
比
率
が
２
分
の
１

未
満
に
な
り
、
調
査
対
象
法
人
で
は
な
く
な
る
た
め
、
市
が

資
本
金
等
の
出
資
比
率
が
４
分
の
１
か
ら
２
分
の
１
未
満
を

出
資
し
て
い
る
法
人
に
対
し
て
市
長
の
調
査
等
の
対
象
と
す

る
た
め
に
条
例
を
定
め
る
も
の
。












































































常
任
委
員
会
審
査
と
報
告

常
任
委
員
会
審
査
と
報
告

◎
委
員
長

○
副
委
員
長

※

委
員
会
の
審
査
報
告
は
、
本
会
議
で
の
委
員
長
報
告
に
基
づ
い
て
、

　広
報
広
聴
委
員
会
で
作
成
し
た
も
の
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　こ
れ
ま
で
支
払
わ
れ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

関
す
る
特
殊
勤
務
手
当
の
総
額
は 

　
　

　令
和
2
年
度
か
ら
令
和
5
年
5
月
7
日
ま
で
の
ト
ー
タ
ル

で
1
8
2
件
の
搬
送
を
し
、
特
殊
手
当
の
金
額
は
2
5
2
万

1
千
円
。

　予
定
価
格
は
不
動
産
鑑
定
士
の
鑑
定
評
価
か

　　不
動
産
鑑
定
士
が
算
出
し
た
適
正
な
価
格
。

　　売
却
金
は
今
後
ど
う
す
る
の
か

　　財
政
調
整
基
金
等
に
積
み
立
て
る
。

　　売
却
先
を
や
ま
が
B
A
S
E
に
決
定
し
た
理
由
は
。
ま
た
、

元
々
や
ま
が
B
A
S
E
あ
り
き
で
売
却
の
話
が
進
ん
だ
の
で

は
な
い
か

　プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に
お
け
る
11
の
評
価
項
目
（
運
営
形
態
、

人
員
配
置
、
雇
用
方
針
等
々
）
に
基
づ
き
総
合
的
に
審
査
し

た
結
果
、
候
補
者
と
し
て
適
当
と
判
断
し
た
も
の
で
公
平
、

公
正
に
決
定
し
た
。

6/20
開催

建
設
経
済
常
任
委
員
会

6/21
開催
市
民
福
祉
常
任
委
員
会

6/22
開催

総
務
文
教
常
任
委
員
会

　
対
象
者
の
数
は

　
身
体
障
害
者
手
帳
1
級
・
2
級
所
持
の
方
1
2
0
6
人
、

知
的
障
害
に
係
る
療
育
手
帳
A1
・
A2
所
持
の
方
2
5
1
人
、

精
神
保
健
福
祉
手
帳
1
級
所
持
の
方
83
人
で
、
合
計

1
5
4
0
人
と
な
る 

。

　
こ
れ
ま
で
の
手
続
き
と
変
わ
る
の
か

　
従
来
ど
お
り
で
、
変
わ
ら
な
い
。

　
該
当
す
る
事
業
所
と
数
は

　
該
当
す
る
事
業
所
は
、

公
立
・
市
立
の
保
育
所

20
、
認
定
こ
ど
も
園
3
、

小
規
模
の
施
設
、
認
定

こ
ど
も
園
3
、
小
規
模

の
施
設
（
地
域
型
保
育

施
設
2
、
認
可
外
3
）

な
ど
が
あ
る
。

特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
条
例
に
つ
い
て

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
に
つ
い
て

◆
付
託
案
件
　
議
案
１
件…
可
決

◆
主
な
審
査
内
容

予
算
の
執
行
に
関
す
る
市
長
の
調
査
等
の
対
象
と
な
る
法
人
を

定
め
る
条
例
に
つ
い
て

◆
付
託
案
件
　
議
案
８
件…

承
認
・
可
決

◆
主
な
審
査
内
容

一
般
職
の
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
つ
い
て

◆
付
託
案
件
　
議
案
3
件…

可
決
　
認
定…

1
件

◆
主
な
審
査
内
容

財
産
（
旧
千
田
小
学
校
）
の
処
分
に
つ
い
て

◎
勢
田
　昭
一
　〇
金
光
　一
誠
　芋
生
よ
し
や

　山
下
　誠
治
　
　深
牧
　大
助
　永
田
　壮
拡

◎
冨
丸
洋
一
郎
　〇
原
　
　芳
郎
　永
田
　紘
二

　有
働
　辰
喜
　
　古
川
　和
博
　高
橋
　龍
一

◎
小
川
　榮
二
　〇
隈
部
　賢
治
　北
原
　昭
三

　松
見
　真
一
　
　豊
田
新
二
郎
　関
口
　和
良

鹿本こども園

山鹿市役所庁舎
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その他の質問

街路樹の根上りや凹凸で歩きにくい歩道

　建
設
経
済
分
科
会

経
営
発
展
支
援
事
業
（
1
9
4
5
万
1
千
円
）

問
本
市
の
新
規
就
農
者
数
は

答
令
和
4
年
度
13
人
、
令
和
3
年
度
16
人
が
新

規
に
就
農
さ
れ
て
い
る
。

L
P
ガ
ス
料
金
高
騰
対
策
事
業
（
9
3
8
0
万

8
千
円
）

問
本
事
業
の
概
要
は

答
家
庭
用
L
P
ガ
ス
契
約
世
帯
1
万
3
千
世
帯

に
6
千
円
を
給
付
す
る
。
給
付
方
法
は
熊
本
県

L
P
ガ
ス
協
会
を
通
し
て
行
う
。

　市
民
福
祉
分
科
会

子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付
事
業

（
8
0
4
1
万
3
千
円
）

問
給
付
状
況
・
周
知
は

答
支
援
給
付
対
象
者
は
、1
5
4
8
人
。
5
月

30
日
ま
で
に
、
1
4
1
4
人
へ
給
付
。
給
付
率

91
・
3
％
。

家
計
急
変
世
帯
に
つ
い
て
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・

広
報
や
困
窮
窓
口
な
ど
で
周
知
。

物
価
高
騰
重
点
支
援
給
付
事
業
（
3
億
3
3
9

万
9
千
円
）

問
給
付
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

答
①
非
課
税
世
帯
は
、
通
知
を
7
月
上
旬
、
振

込
を
7
月
下
旬
〜
8
月
上
旬
に
予
定
。

②
税
情
報
不
明
世
帯
は
、
申
請
通
知
7
月
中
旬
、

申
請
受
付
7
月
下
旬
〜
11
月
30
日
。

③
均
等
割
の
み
課
税
世
帯
は
、
確
認
通
知
8
月

中
旬
。

④
家
計
急
変
世
帯
は
、
申
請
受
付
7
月
下
旬
〜

11
月
30
日
。

②
〜
④
の
い
ず
れ
も
申
請
受
付
後
2
週
間
程
度

　建
設
部
長

　歩
道
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

交
通
量
の
多
い
幹
線
道
路
や

通
学
路
を
中
心
に
、
国
が
示

す
基
準
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

参
考
に
、
高
齢
者
や
障
害
者

な
ど
交
通
弱
者
の
方
々
が
ス

ム
ー
ズ
に
利
用
で
き
る
歩
道

を
目
指
し
整
備
し
て
い
る
。

　桜
町
周
辺
の
歩
道
な
ど
、

交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
施
行

前
に
整
備
さ
れ
て
い
る
歩
道

の
多
く
は
、
歩
道
が
車
道
よ

り
高
く
、
車
が
出
入
り
す
る

乗
り
入
れ
部
や
横
断
歩
道
付

近
で
は
、
歩
道
の
高
さ
を
下

げ
る
た
め
、
い
わ
ゆ
る
「
波

打
ち
歩
道
」
と
な
り
、
ス
ム

ー
ズ
さ
を
欠
い
て
い
る
状
況

で
あ
る
。

　本
市
で
は
、
今
後
も
引
き

続
き
、
老
朽
化
し
た
道
路
の

改
修
に
併
せ
、
既
存
歩
道
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
図
り
、

道
路
利
用
者
に
と
っ
て
安
全

で
快
適
な
空
間
と
な
る
よ
う

努
め
て
い
く
。

　近
年
、
歩
道
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
が
重
要
な
要
素
と
な

っ
て
い
る
。

　子
ど
も
や
高
齢
者
、
車
い

す
や
ベ
ビ
ー
カ
ー
の
利
用
者

な
ど
、
い
わ
ゆ
る
交
通
弱
者

が
日
常
使
う
生
活
道
路
に
お

い
て
、
歩
道
の
段
差
や
傾
斜

が
き
つ
く
、
利
用
し
に
く
く

な
っ
て
い
る
箇
所
が
本
市
に

お
い
て
多
数
見
受
け
ら
れ
る
。

特
に
桜
町
周
辺
の
歩
道
は
街

路
樹
の
根
上
り
や
凹
凸
も
あ

り
、
歩
き
に
く
い
場
所
が

多
々
あ
る
。

　歩
道
に
お
け
る
路
面
の
段

差
や
凹
凸
、
傾
斜
の
改
善
等
、

本
市
の
取
組
と
今
後
の
整
備

方
針
を
伺
う
。

高齢者・障害者に優しい歩道の整備は
道路利用者にとって安全で快適な空間になるよう努めていく

・防災・災害について(避難所の開
　設・運営、ペットの同行避難)
・自治体DXについて(重点取組事
　項の進捗、チャットGPTの活用、
　情報セキュリティ対策）
・視覚障害者誘導用ブロックの整
　備について

（鹿政不動会）
豊田 新二郎　議員
とよだ　しんじろう

予
算
決
算
委
員
会
分
科
会
審
査
内
容

で
振
り
込
む
予
定
。

地
域
公
共
交
通
事
業
（
1
4
5
2
万
7
千
円
）

問
鹿
北
バ
ス
路
線
が
廃
止
さ
れ
る
が
、
他
路
線

廃
止
の
場
合
、
同
様
に
定
時
定
路
線
の
ジ
ャ
ン

ボ
タ
ク
シ
ー
を
運
行
す
る
の
か

答
利
用
実
態
等
に
応
じ
、
地
域
住
民
の
利
便
性

確
保
の
た
め
今
回
同
様
の
対
応
は
、
十
分
に
考

え
ら
れ
る
。

問
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ク
シ
ー
の
、
試
験
運
行
の
期
間

の
想
定
は

答
3
年
間
を
予
定
。
今
後
検
証
し
な
が
ら
、
判

断
し
た
い
。

問
あ
い
の
り
タ
ク
シ
ー
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作

成
の
予
定
と
の
こ
と
だ
が
、
範
囲
と
周
知
は

答
全
地
域
新
た
な
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
り
直
し
、

対
象
と
な
る
地
域
へ
配
布
予
定
。

　総
務
文
教
分
科
会

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
開
設
支
援
事
業
（
1
億

2
0
0
万
円
）

問
具
体
的
な
内
容
と
今
後
の
展
開
の
見
通
し
は

答
国
の
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
交
付
金

を
活
用
し
て
、
旧
千
田
小
学
校
を
サ
テ
ラ
イ
ト

オ
フ
ィ
ス
等
に
改
修
す
る
事
業
者
や
ま
が

B
A
S
E
（
株
）
を
支
援
す
る
も
の
。
企
業
を

呼
び
込
む
た
め
の
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
、
コ

ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
等
の
施
設
整
備
と
企
業

支
援
や
地
域
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
づ
く

り
な
ど
ソ
フ
ト
事
業
に
対
す
る
支
援
で
、
県
外

か
ら
の
施
設
利
用
者
を
15
社
、
人
数
4
0
0
0

人
、
移
住
者
5
人
を
目
標
に
山
鹿
市
の
認
知
度

向
上
を
目
指
し
、
移
住
定
住
に
つ
な
が
る
取
組

が
行
わ
れ
る
。



　市
長

　
長
引
く
物
価
高
騰
は
、
子

育
て
世
帯
の
み
な
ら
ず
、
多

方
面
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

る
。

　
本
市
の
子
育
て
支
援
策
は
、

医
療
費
無
償
化
・
新
入
学
児

童
支
援
事
業
及
び
修
学
援
助

な
ど
幅
広
く
行
い
、
山
鹿
で

子
育
て
し
て
よ
か
っ
た
と

「
選
ば
れ
る
山
鹿
」
の
実
現

に
努
め
て
い
る
。

　
国
に
お
い
て
法
改
正
、
財

源
の
確
保
が
な
さ
れ
な
い
限

り
実
施
は
困
難
で
あ
り
、
国

の
動
向
を
注
視
し
て
い
く
。

　物
価
高
騰
に
よ
る
給
食
費

の
値
上
げ
は
、
熊
日
報
道
に

よ
る
と
県
内
45
市
町
村
で
7

自
治
体
。
そ
の
内
補
助
が
な

い
の
は
、
山
鹿
市
と
御
船
町

だ
け
で
あ
る
。

 

物
価
高
騰
の
影
響
は
、
子

育
て
世
帯
に
は
重
く
の
し
か

か
っ
て
い
る
。
学
校
給
食
法

は
自
治
体
判
断
に
よ
り
保
護

者
負
担
軽
減
や
無
償
化
す
る

こ
と
は
何
の
問
題
も
な
い
こ

と
が
国
会
答
弁
で
明
ら
で
あ

る
。
全
国
で
無
償
化
が
進
み
、

保
護
者
負
担
軽
減
自
治
体
は
、

8
割
を
超
え
て
い
る
。
「
子

ど
も
は
宝
だ
」
宣
言
の
自
治

体
と
し
て
、
物
価
高
騰
、
少

子
化
・
人
口
減
少
対
策
と
し

て
市
長
の
決
断
で
、
学
校
給

食
費
無
償
化
を
実
施
す
る
時

で
は
な
い
か
伺
う
。

市長の決断で給食費無償化の実施を
独自実施は困難、国の動向を注視する

　市
民
部
長

　
３
月
議
会
答
弁
の
と
お
り
、

あ
い
の
り
タ
ク
シ
ー
は
本
年

10
月
か
ら
、
鹿
北
地
域
以
外

の
運
行
日
数
を
週
６
日
に
統

一
、
鹿
北
地
域
を
含
め
て
70

歳
以
上
限
定
で
バ
ス
停
か
ら

5
0
0
ｍ
以
内
も
利
用
可
能

に
拡
充
し
、
料
金
を
一
律

1
0
0
円
値
上
げ
予
定
で
あ

っ
た
が
、
鹿
北
路
線
バ
ス
の

廃
止
に
伴
い
鹿
北
地
域
も
運

行
日
数
を
週
6
日
に
拡
充
予

定
。
加
え
て
通
勤
・
通
学
や

通
院
等
の
路
線
バ
ス
利
用
実

績
を
鑑
み
朝
昼
夕
の
時
間
帯

に
往
復
１
便
ず
つ
予
約
不
要

の
定
時
で
走
る
ジ
ャ
ン
ボ
タ

ク
シ
ー
を
試
験
的
に
運
行
す

る
予
定
。
今
後
と
も
持
続
可

能
な
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
構
築
に
取
り
組
む
。

　今
回
、
産
交
バ
ス
の
経
営

判
断
と
は
言
え
、
来
民
中
町

線
に
続
く
鹿
北
線
の
廃
止
で

あ
り
、
今
後
も
続
く
こ
と
が

想
定
さ
れ
る
な
ど
、
地
域
公

共
交
通
網
に
対
す
る
市
民
の

不
安
感
が
拭
え
な
い
状
況
で

あ
る
。

特
に
、
過
疎
地
の
足
を
確
保

し
な
け
れ
ば
生
活
圏
を
守
る

こ
と
は
で
き
ず
、
日
置
の
バ

ス
停
等
を
含
め
市
独
自
策
と

し
て
公
共
交
通
網
を
整
備
し
、

ハ
ブ
化
を
見
据
え
た
取
組
が

欠
か
せ
な
い
ポ
イ
ン
ト
で
は

な
い
か
と
考
え
る
が
、
今
回

の
鹿
北
路
線
バ
ス
廃
止
等
に

伴
う
対
応
策
に
つ
い
て
質
問

す
る
。

鹿北路線バス廃止後の対応等は
鹿北全地域あいのりタクシー拡充

52023.9

その他の質問

その他の質問

過去の議会でも質問

過去の議会でも質問

芋生 よしや　議員
いも う

（日本共産党）

古川 和博　議員
ふるかわ　かずひろ

（清風やまが）

H29年3月 　R3年3月　　R4年6月 　R4年9月

・国民健康保険税子どもの均等割減免 
・自衛官等募集事務の除外申請について

R5年３月

・質疑：デジタル田園都市国家構想推進事業

・質問：持続可能な山林環境整備
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　教
育
部
長

①
照
明
の
L
E
D
化
が
完
了

し
て
い
な
い
学
校
体
育
館
は

７
校
、
こ
の
う
ち
３
校
は
今

年
度
中
に
L
E
D
化
を
完
了

す
る
。
残
る
４
校
に
つ
い
て

は
、
順
次
計
画
を
進
め
、
令

和
７
年
度
ま
で
に
全
て
の
学

校
体
育
館
照
明
の
L
E
D
化

を
目
指
し
て
い
る
。

　①
学
校
体
育
館
照
明
の

L
E
D
化
の
状
況
及
び
今
後

の
方
針
を
問
う
。

②
学
校
体
育
館
へ
の
エ
ア
コ

ン
設
置
状
況
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
か
。
国
庫
補
助

率
の
引
上
げ
を
好
機
と
捉
え

エ
ア
コ
ン
設
置
を
計
画
的
に

進
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
問

う
。

体育館照明LED化への推進状況は
体育館LED化本年度中に３校完了

　市
民
部
長
、
総
務
部
長

　
カ
ー
ド
交
付
ま
で
の
手
順

は
国
が
示
す
事
務
処
理
要
領

や
各
種
通
知
に
沿
っ
た
作
業

を
行
っ
て
い
た
も
の
の
、
一

連
の
処
理
を
一
人
の
職
員
だ

け
で
行
っ
て
い
た
こ
と
が
原

因
で
あ
り
、
人
的
ミ
ス
で
あ

る
。
今
後
は
、
工
程
ご
と
に

徹
底
し
た
ダ
ブ
ル
チ
ェ
ッ
ク

を
実
施
す
る
よ
う
改
善
を
図

っ
た
。

　
ま
た
、
職
員
の
処
分
に
つ

い
て
は
、
当
該
職
員
の
顛
末

書
に
基
づ
き
事
実
確
認
を
行

い
、
本
市
の
懲
戒
処
分
の
指

針
や
他
自
治
体
の
事
例
等
を

総
合
的
に
判
断
し
、
職
務
履

行
の
改
善
向
上
を
図
る
た
め

の
処
分
を
行
っ
た
。

　去
る
4
月
24
日
に
本
市
に

て
発
生
し
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
紛
失
事
案
に
つ
い
て

は
、
5
月
1
日
付
で
本
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て

い
る
お
詫
び
の
文
書
に
、
再

発
防
止
策
と
し
て
今
後
は
複

数
人
で
確
認
す
る
こ
と
を
徹

底
す
る
と
あ
る
が
、
本
来
、

国
か
ら
示
さ
れ
た
作
業
手
順

を
守
っ
た
上
で
の
紛
失
で
あ

っ
た
の
か
。
ま
た
、
そ
の
後

当
該
職
員
の
処
分
は
行
わ
れ

た
の
か
問
う
。

マイナカード紛失の原因と職員の処分は
内規や周辺自治体の状況を鑑み処分を行った

その他の質問

その他の質問

過去の議会でも質問

②
現
在
、
市
内
の
学
校
体
育

館
に
お
い
て
、
エ
ア
コ
ン
を

設
置
し
て
い
る
箇
所
は
な
い
。

　
今
般
、
文
部
科
学
省
に
お

い
て
学
校
体
育
館
の
空
調
整

備
に
関
し
、
新
設
の
際
の
補

助
率
を
手
厚
く
す
る
と
の
方

針
が
示
さ
れ
た
。
学
校
体
育

館
に
お
い
て
は
、
授
業
の
み

な
ら
ず
部
活
動
や
、
地
域
に

お
け
る
利
用
な
ど
も
想
定
さ

れ
る
こ
と
を
勘
案
す
る
と
、

児
童
生
徒
を
は
じ
め
、
利
用

者
に
と
っ
て
快
適
な
環
境
づ

く
り
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は

十
分
に
認
識
し
て
い
る
。
本

件
に
つ
い
て
は
引
き
続
き
、

費
用
対
効
果
や
導
入
に
当
た

っ
て
の
諸
要
件
等
を
見
極
め

つ
つ
、
対
応
に
つ
い
て
熟
慮

す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

H30年12月

・市営住宅の管理について
・消防について

大道小学校体育館（今年度中にLED化を完了）

北原 昭三　議員
きたはら　しょうぞう

（公明党）

高橋 龍一　議員
たかはし りゅういち

（鹿政不動会）

・報道機関への情報提供について
・学校給食について



　
教
育
部
長

　目
的
は
、
市
内
に
数
多
く

あ
る
文
化
財
の
保
存
と
伝
承

に
努
め
な
が
ら
、
よ
り
一
層

の
活
用
を
推
進
し
、
文
化
行

政
を
さ
ら
な
る
充
実
を
目
指

す
。
文
化
課
は
、
「
文
化
企

画
係
」
と
「
文
化
財
係
」
で

構
成
さ
れ
、
民
俗
芸
能
団
体

の
育
成
、
文
化
団
体
の
活
動

支
援
等
に
力
を
注
ぎ
、
文
化

振
興
を
推
進
す
る
。

　
今
春
か
ら
、
組
織
改
編
で

「
文
化
課
」が
新
設
さ
れ
た
。

本
市
に
は
、国
指
定
（
11
）・

国
登
録（
３
）県
指
定（
19
）・

市
指
定
（
１
５
９
）
の
文
化

財
が
合
計
１
９
２
件
と
県
内

有
数
の
件
数
を
誇
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
文
化
課
の
設
置

は
高
く
評
価
で
き
る
。
そ
こ

で
、
文
化
課
の
意
義
・
設
置

さ
れ
た
目
的
を
伺
う
。

文化課の意義・目的は何か
文化行政の充実と文化振興の推進を図る

　
市
長

　①
現
在
の
指
定
期
間
満
了

後
も
指
定
管
理
に
よ
る
管
理

運
営
を
継
続
す
る
。
ま
た
、

選
定
方
法
に
つ
い
て
は
指
定

管
理
料
の
見
直
し
に
よ
り
参

入
し
や
す
く
な
っ
て
い
る
こ

と
を
踏
ま
え
、
公
募
に
よ
る

こ
と
を
考
え
て
い
る
。

　②
こ
れ
ま
で
は
文
化
財
と

し
て
の
適
切
な
管
理
に
重
点

を
置
い
て
「
非
公
募
」
と
し

て
き
た
が
、
昨
今
、
文
化
財

を
活
用
し
た
地
域
振
興
の
必

要
性
も
高
ま
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
八
千
代
座
を
よ
り
一

層
活
用
し
て
い
く
た
め
に
公

募
に
よ
る
選
定
も
視
野
に
関

係
団
体
な
ど
か
ら
意
見
を
伺

い
、
次
回
の
選
定
方
法
を
決

定
し
た
い
。

　
①
令
和
5
年
3
月
議
会
議

案
第
2
号
の
令
和
４
年
度
一

般
会
計
補
正
予
算
の
債
務
負

担
行
為
補
正
に
よ
り
指
定
管

理
料
が
見
直
し
さ
れ
た
「
道

の
駅
小
栗
郷
」
「
特
産
工
芸

村
」
「
道
の
駅
水
辺
プ
ラ
ザ

か
も
と
」
「
鹿
央
生
産
物
直

売
所
」
に
つ
い
て
令
和
8
年

の
指
定
期
間
満
了
後
の
方
向

性
を
問
う
。

②
令
和
10
年
期
間
満
了
の
八

千
代
座
の
今
後
の
方
向
性
に

つ
い
て
伺
う
。

指定管理物件５施設に対する今後の市の考え
指定管理による運営を継続、公募も検討

72023.9

その他の質問

その他の質問

過去の議会でも質問

勢田 昭一　議員
せいだ　しょういち

山下 誠治　議員
やました　  せいじ

（れいわ創造）

R3年12月　　R4年6月　　　R4年12月

・職員不祥事の対応について＜市政を透明化する視点＞
・子育てしやすい学校環境について＜人口増加に転ずる
　視点＞

文政4年（西暦1821年）から続く「権現さん祭り」
菊鹿町上永野地区

・各選挙における投票率アップについて今後
　の対策
・ふるさと応援寄附金の現状と今後の見通し
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　福
祉
部
長

①
建
物
は
築
20
年
で
現
在
電

気
・
ガ
ス
・
水
道
は
停
止
中
。

一
部
修
繕
の
必
要
は
あ
る
が

使
用
に
耐
え
う
る
状
態
に
あ

る
。
今
後
の
活
用
は
未
定
。

　①
施
設
の
現
状
と
今
後
の

処
理
方
針
は
ど
う
す
る
の
か

伺
う
。

②
当
該
施
設
に
、
廃
止
さ
れ

た
ふ
れ
あ
い
塾
の
機
能
と
、

高
齢
者
か
ら
子
ど
も
ま
で
集

え
る
鹿
央
地
区
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
役
割

を
担
う
公
の
施
設
と
し
て
、

市
所
有
の
施
設
の
ま
ま
で
存

続
で
き
な
い
か
伺
う
。

旧かおう保育園跡地利用は
有効的な施設利用、または処分の検討

　総
務
部
長

県
内
他
市
の
部
長
の
執
務
環

境
は
、
4
市
が
庁
舎
供
用
開

始
か
ら
独
立
し
た
執
務
室
を

設
け
て
お
り
、
残
り
の
市
に

つ
い
て
は
、
特
別
に
部
長
室

は
設
け
て
お
ら
ず
簡
易
壁
や

パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
で
仕
切
り

も
し
て
い
な
い
。
各
部
長
か

ら
意
見
を
聞
い
た
が
、
結
論

と
し
て
は
事
務
の
執
行
上
必

要
な
環
境
は
整
備
す
べ
き
だ

と
思
う
。

　円
滑
な
事
務
執
行
の
た
め
、

組
織
を
改
編
し
、
そ
れ
に
応

じ
た
執
務
環
境
を
整
え
る
こ

と
は
庁
舎
管
理
上
も
不
可
欠

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　3
月
議
会
で
、
部
長
室
の

簡
易
壁
や
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン

の
意
義
に
つ
い
て
尋
ね
た
。

職
員
の
執
務
環
境
は
組
織
再

編
や
人
事
異
動
等
に
よ
り
変

わ
る
こ
と
は
理
解
す
る
。
部

長
の
執
務
ス
ペ
ー
ス
に
つ
い

て
は
、
部
長
判
断
に
委
ね
る

の
か
も
し
れ
な
い
が
、
パ
ー

テ
ィ
シ
ョ
ン
を
分
離
し
て
、

「
部
長
の
顔
が
見
え
る
よ
う

な
執
務
環
境
を
つ
く
る
」
と

い
う
考
え
方
も
あ
る
と
思
う
。

パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
、

そ
の
後
ど
の
よ
う
な
検
討
が

進
ん
だ
の
か
、
各
市
の
状
況

を
含
め
て
再
度
尋
ね
る
。

部長の執行環境について
よりよい執務環境の整備・改良に努める

その他の質問

その他の質問

過去の議会でも質問

有働 辰喜　議員
うどう　たつき

永田 紘二　議員
ながた　こうじ

・めのだけ小学校体育館の面積不足
　について

旧かおう保育園全景
（鹿央グラウンド側より撮影）

鳥獣被害対策について
　①有害鳥獣駆除対策について
　②有害鳥獣防止対策について
　③今後の対策について

簡易壁やパーティションに囲まれた部長執務室

R5年3月

市
と
し
て
は
、
ま
ず
行
政
目

的
で
の
利
用
検
討
、
次
に
地

元
利
用
の
意
向
を
確
認
後
、

譲
渡
を
基
本
に
地
域
主
体
の

管
理
・
運
営
を
検
討
。
最
後

に
公
募
等
に
よ
る
民
間
譲
渡

を
基
本
方
針
と
し
て
い
る
。

②
地
域
の
高
齢
者
が
孤
立
し

な
い
よ
う
な
仕
組
み
や
、
高

齢
者
か
ら
子
ど
も
ま
で
集
え

る
よ
う
な
居
場
所
づ
く
り
は

大
変
重
要
で
あ
る
と
考
え
る

が
、
処
分
の
基
本
方
針
に
の

っ
と
り
、
周
辺
の
既
存
施
設

の
利
用
状
況
、
地
元
の
意
見
、

要
望
を
伺
う
な
ど
し
て
、
有

効
的
な
施
設
利
用
、
ま
た
は

処
分
を
行
う
。
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令和5年（第2回）６月定例会における賛否表
審査審議案21件のうち賛否が分かれた議案のみ掲載します。
その他の議案については議会ホームページをご覧ください。 
※議長は議事進行を行うため賛否表明はしません。

上程された議案・概要
永
田
　紘
二

北
原
　昭
三

冨
丸
洋
一
郎

有
働
　辰
喜

勢
田
　昭
一

芋
生
よ
し
や

小
川
　榮
二

松
見
　真
一

金
光
　一
誠

古
川
　和
博

山
下
　誠
治

豊
田
新
二
郎

高
橋
　龍
一

隈
部
　賢
治

原
　
　芳
郎

深
牧
　大
助

永
田
　壮
拡

関
口
　和
良

201918161514131110987654321

○○欠○○●○○○○○○○○○○○○

反
　対
（
●
）

賛
　成
（
○
）

専決処分の承認を求めることに
ついて（山鹿市国民健康保険税
条例の一部を改正する条例）

116

○は賛成　●は反対　欠は欠席

芋
生
よ
し
や
議
員

反
対
討
論

議案第59号山鹿市国民健康保険税条例の一部を改正する条例
　国民健康保険税の課税限度額を引き上げて104万円とする条例改正に反対。引き上げにより国保
世帯の113世帯が226万円の負担増となる。コロナ前から5万円、この10年では23万円も引き上げ
られ、3年も続いてきた新型コロナ、そして昨年からの急激な物価の高騰で苦しむ市民の暮らしに追
い打ちをかけるもの。
　国保税の課税限度額は、法定の額の範囲内で市町村が独自に設定でき、山鹿市として引き上げない
という判断もできる。急激な物価高騰に苦しむ市民の暮らしを守る立場で負担の軽減こそ実施すべき。

議会だより研修（広報広聴委員会）
議会だよりについて大津町と菊池市に研修に行きました。

両市町とも市民に読まれる議会だよりを作成するため、さまざまな工夫をされていました。
研修を受けていただいた大津町と菊池市の議員及び職員の皆さまありがとうございました。

6月8
日4月6

日

菊池市大津町

・「町民とつながる議会だよ
　り」という意識
・見出しを工夫し、写真やイ
　ラストを用いてより分かり
　やすく

・表紙の写真には子どもたち
　の表情を重視
・他の自治体の良いものはす
　ぐに取り入れる

＜工夫のポイント＞ ＜工夫のポイント＞
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市
民
の
皆
様
こ
ん
に
ち
は
、
山
鹿
市
議
会
で
は
毎
月
議
員
全
員
が
集
ま
っ
て
色
々
な
事
柄
を

協
議
し
合
う
全
員
協
議
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
協
議
の
中
で
山
鹿
市
の
全
小
学
校
の
５
年
生
、
６
年
生
（
学
年
は
小
学
校
に
よ
り
異
な
り
ま

す
）
を
対
象
に
全
議
員
に
よ
る
主
権
者
教
育
を
行
う
こ
と
に
な
り
『
ぽ
り
ぽ
り
村
の
み
ん
し
ゅ

し
ゅ
ぎ
』
と
い
う
絵
本
を
題
材
に
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
保
護
者
の
方
に
も
協
力
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
物
語
は
厄
介
者
の
ド
ラ
ゴ
ン
を
村
か
ら
追
い
出
す
か
？
共
存
す
る
か
？
で
二
人
の
村
長

候
補
の
主
張
を
聞
い
て
皆
で
村
の
将
来
を
考
え
る
も
の
で
す
。

　
最
後
に
村
長
選
の
模
擬
投
票
で
選
挙
を
体
験
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
に
山
鹿
市
の
未
来
を
考
え
て
も
ら
い
山
鹿
市
を
愛
し
て
も
ら
え
る
よ
う
企
画
し

た
も
の
で
す
。

　
絵
本
『
ぽ
り
ぽ
り
村
の
み
ん
し
ゅ
し
ゅ
ぎ
』
は
ひ
だ
ま
り
図
書
館
、
こ
も
れ
び
図
書
館
に
置

い
て
あ
り
ま
す
の
で
是
非
ご
一
読
下
さ
い
。
写
真
は
各
学
校
で
行
っ
た
と
き
の
模
様
で
す
。

シップ教育特集
る主権者教育出前授業～

鹿北小学校（議員になったわけ）

めのだけ小学校（なりたい職業は）

菊鹿小学校（投票のやり方は） 大道小学校（結果報告）
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シチズン
～全議員によ

鹿本小学校（寄せられた感想） 山鹿小学校（投票中）

三玉小学校（私の 1票）八幡小学校（開票中）

三岳小学校（投票結果は） 平小城小学校（投票箱の確認）



　7
月
の
豪
雨
に
よ
り
全
国
で
被
災
さ
れ
た

方
々
、
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
々
に
心
よ

り
お
見
舞
い
と
お
悔
や
み
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　大
雨
が
降
る
た
び
住
宅
に
流
れ
込
ん
だ
泥
を

か
き
だ
す
被
災
者
の
悲
痛
な
様
子
が
ニ
ュ
ー
ス

に
な
り
ま
す
が
、
最
近
の
災
害
は
、
地
球
温
暖

化
の
せ
い
だ
け
で
は
な
い
よ
う
に
も
思
え
ま
す
。

　バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
後
の
失
わ
れ
た
3
0
年
の

間
、
構
造
改
革
の
名
の
も
と
に
公
共
工
事
の
激

減
に
よ
り
河
川
や
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
が
お

ろ
そ
か
に
な
っ
た
と
指
摘
す
る
専
門
家
も
い
ま

す
。
人
口
減
少
社
会
に
突
入
す
る
中
、
本
市
と

し
て
も
市
民
の
皆
さ
ま
の
生
命
財
産
を
守
る
た

め
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
ど
の
よ
う
な
ビ
ジ
ョ
ン

で
進
め
て
行
く
の
か
も
今
後
重
要
な
課
題
と
な

る
と
思
い
ま
す
。

　さ
て
、
山
鹿
市
議
会
だ
よ
り
3
9
号
を
発
刊

す
る
に
あ
た
り
、
紙
面
の
構
成
を
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
議
員
と
し
て
の
思
い

を
伝
え
よ
う
と
つ
い
つ
い
長
文
に
な
っ
て
し
ま

う
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
が
、
読
み
や
す
い
紙
面

を
目
指
し
思
い
切
っ
た
レ
イ
ア
ウ
ト
変
更
を
行

い
ま
し
た
。
議
員
は
何
を
し
て
い
る
の
か
と
の

ご
意
見
の
中
で
少
し
で
も
市
民
の
皆
さ
ま
と
の

距
離
が
縮
ま
る
よ
う
に
今
後
と
も
わ
か
り
や
す

く
親
し
み
や
す
い
議
会
だ
よ
り
の
作
成
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　広
報
広
聴
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　高

　橋

　龍

　一

山
鹿

市
議

会
事

務
局

〒
861-0592　

熊
本
県
山
鹿
市
山
鹿
987-3

電
話

 0968-43-1634
山

鹿
市

議
会

だ
よ

り
 vo

l.3
9

議会の主な動き
3日
5日

6日
11日
12日
18日
20日
21日
26日

27日
28日
29日

9日
11日

22日
23日

29日

１日
５日

８日

12日
13日

14日
15日
16日
20日
21日
22日
26日

27日
28日

30日

（月）
（水）

（木）
（火）
（水）
（火）
（木）
（金）
（水）

（木）
（金）
（土）

（火）
（木）

（月）
（火）

（月）

（木）
（月）

（木）

（月）
（火）

（水）
（木）
（金）
（火）
（水）
（木）
（月）

（火）
（水）

（金）

教職員辞令交付式
全員協議会
議員人権研修
国道3号植木バイパス建設促進期成会　監査
広報広聴委員会行政視察（大津町）
広報広聴委員会
熊本県民体育祭菊池地域・山鹿大会実行委員会
広報広聴委員会
百歳表敬訪問
灯籠制作開始祭
全員協議会
広報広聴委員会
企業連絡協議会総会
八幡小学校屋内運動場建設工事起工式
西南の役山鹿口戦没者慰霊祭

鞠智城期成会理事会
建設業協会鹿本支部第35回懇親会
広報広聴委員会
国道3号植木バイパス建設促進期成会総会
「こどもまんなか熊本」キックオフトップセミナー
熊本県市町村振興協会　第１回理事会
議会運営委員会

第281回熊本県市議会議長会（～2日）
６月定例会開会・全員協議会
広報広聴委員会
九州市議会議長会定期総会（～9日）
広報広聴委員会行政視察（菊池市）
質疑・一般質問
全国温泉所在都市議会議長協議会
第282回熊本県市議会議長会
第99回全国市議会議長会定期総会
質疑・一般質問・委員会付託
予算決算常任委員会
建設経済常任委員会
市民福祉常任委員会
総務文教常任委員会
予算決算常任委員会
議員研修会
議会運営委員会
６月定例会閉会・全員協議会
広報広聴委員会
百歳到達者表敬訪問

編

集

後

記

4
月

5
月

6
月

【人事案件】 ※敬称略

〈人権擁護委員〉
　市長から提出された「人権擁護委員の推薦」に
ついては、次のとおり同意しました。
　　山鹿市泉町　　　中原　英明
　　山鹿市鹿本町　　下川　健二
　　山鹿市鹿北町　　藤本　照子
　　山鹿市中　　　　⻆田　賴子
　　山鹿市鹿央町　　西口　清美
〈固定資産評価員〉
　市長から提出された「固定資産評価員の選任」
については、次のとおり同意しました。
　　　　　　　　　　川上　高博（税務課長）

全国市議会議長会表彰受賞
　「第99回全国市議会議長会定期総会」にお
いて、市議会議員として長きにわたり地方自
治の発展と振興に貢献された功績により、表
　　　　　　　　　　　彰を受けられました。

服部　香代 氏
（10年以上）

【表彰規定】
10年以上市議会議員の
職にある者。


